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房総海域の水温経年変化

清水利厚

はじめに

最近，常磐沿岸・鹿島瀧海域では温暖化傾向にある

といわれ，マイワシをはじめとする浮魚資源などの今

後の動向への影響に関心がもたれている:これらの海

域の南に連なる房総海域の水温の傾向を明らかにする

ことを契機として水温の経年変化を分析することとし

た。

資料と方法

1963年8月から1990年7月までの28年間に，図1に

示す27定点で毎月 1回観測された海面水温データを

資料とした。まず定点別に月別の28年平均(平年)値

と標準偏差を計算した。つぎに季節変化を除くために

全観測伎について平年偏差を求めて，それが平年値よ

りどの程度高いのか低いのかを評価する}ために，平

年偏差の標準偏差に対する割合を計算した。最後に平

滑化するために， 25か月移動平均をほどこして，標準

化された水温平年偏差の時系列データを得た。ところ
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図1 観測定点と海域類型

で，房総沿岸域の表面水温は黒潮流路のタイプによっ

て高低があるが，より直接的には黒潮の離岸距離が影

響すると考えられる。そこで海上保安庁が月 2回発行

する海洋速報を資料とし，野島埼と犬吠f奇における黒

潮離岸距離の経年変化を調べた。これについては51期

移動平均で平滑化した。

結果

表面水温の平年偏差の経年変化

定点別jの表面水温の平年偏差の経年変化を付閣に示

した。これを概観するといくつかの変化パターンがあ

るようにみえる。そこで平年偏差の各定点問の相関係

数を計算して類似性をみた(付表)。これをみると沿

岸域と沖合域，外房域と銚子九ト九里域との聞で相関

が低い。当然のことながら，近接する定点どうしの相

関はおおむね高い。しかし太東岬沖から九十九里浜沖

の水深100-200m海区の定点(Cll，C16， C20， C21) 

はいずれも隣接定点との相関が低いことが注目される。

このことから類型化すると，外房沿岸域 (C1，C2， 

C22， C25， C26， C27) ，外房沖合域 (C3，C4， C5， 

C19， C23， C24) ，銚子九十九里沿岸域 (C12，C13， 

C14， C15) ，銚子九十九里沖合域 (C6，C7， C8， C9， 

C10， C17， C18) ，その他の海域に区分できる(図 1)。

このように区分した各海域の水温経年変動について，

海域に含まれる定点の標準化された平年偏差を単純平

均して得た時系列データを図2に示す。以下各海域の

経年変化について記述する。

外房沿岸域は， 1963年当初こそ平年より高めで、あっ

たが，その後1972年頃まで平年より低温で経過し，1973

-1975年頃はかなり高温であった。その後は平年並を

中心に経過したが， 1985-1987年は低温となり，その

後高温となっている。

外房沖合域は， 1963-1973年頃まで低温で経過し，

1974年を中心に高め，その後1977年を中心に低めとなっ
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房総海域の水温経年変化

た。 1979~1984年は高めであったが， 1985年以降低温

が続き， 1988年にはまた高めに転じた。

銚子九十九里沿岸域は， 1963~1965年は低めで， 1966

~1970年は高めで経過した。その後1977年までは途中

平年並の時期があったが，概ね低めであった。 1978~

1980年はかなり低温で経過したが，その後急激にかな

りの低温となった。 1988年以降は一転しでかなり高温

が続いている。

銚子九十九里iJIJ合域は， 1963~1973年頃にかなり低

温であった。その後198Z年までの長期間はかなり高i昆

であった。その後平年並となったが， 1985年から1987

年にかけてはかなりの低温となった。 1988年以降平年

並から高めに移行した。

房総海域全体を概観すると， 1965年を中心に低温で，

その後は1973一1980年にかけては海域により異なるが，

高温傾向がみられ， 1985~1987年は低温で， 1988年以

降高温となっている。
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黒潮の離岸距離の経年変化

野島埼および犬吠埼における黒潮離岸距離の経年変

化を図3に示した。両者は類似した変動傾向を示した。

1963~ 1974年は離岸傾向にあったが， 1975~ 1979年

は接岸傾向にあった。その後の1980~1987年は離岸傾

向にあり1988年以降は接岸傾向にあった。接岸傾向に

あったときは離岸距離の変動幅カ匂j、さし離岸傾向に

あったときはそれが大きいことが特徴的であった。

考察

房総海域について，水温変動特性などから総合的に

黒潮水域，混合水域，相模湾水域，九十九里沿岸水域

に類型化されていιこれと比較すると，本報告の外
房沿岸域は相模湾水域とほぼ一致する。混合域は勝浦

から鴨川沿岸に接して区分されているが，相関表から

すれば沿岸沿いのCZZ，CZ5， CZ6， CZ7の各定点は外

房沿岸域に区分されよう。銚子九十九里沖合域は， 1.見

， 80 ， 86 . 90 

‘80 . 86 . 90 

図3 黒潮の離岸距離の経年変化(上:犬吠埼;下:野島埼;単位・マイル)
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合域と黒潮域に分かれることは，相関の高さからみて

うなずける。太東抑から九十九里浜沖水深100-200m

海区のいずれも隣接定点との相関が低い定点は混合域

に区分されている。これらの定点についての詳しい考

察は別の機会にゆずる。

黒潮の離接岸と房総海域全体を概観した水温の変動

傾向とを比べると，黒潮が接岸しているときに水温が

高めになり，離岸すると低めになる傾向がある。 1975

-1979年， 1987年， 1989ifーは黒潮流路がA型で大蛇行

していたが，このとき黒潮は接岸傾向を示した。 1988

年以降は平年より高温傾向が続いていることが示され

たが，この期間は黒潮が接岸傾向にあった。したがっ

て，黒潮の離接岸により沿岸水系が拡大・縮小し去

水温に大きく影響していると考えられる。黒潮が接岸

しているときに，水i鼠が高くなる傾向があるといえる。

終わりに当たり，長年にわたり図難な観測を継続し

てこられた歴代の担当者，試験船船長以下乗組員各位

のご労苦に対レ心から敬意を表します。

要約

1963年8月から1990年7月までの28年間に，毎月 1

回観測された27定点(図1)の海面水温と海上保安庁

が月 2回発行する海洋速報の野島埼と犬吠埼における

黒潮離岸距離を資料として，保準化した月平年水温か

らの偏差の経年変化を調べ，黒潮の離岸距離の経年変

化と比較したc

各定点関の相関表(付表)から海域を房総沿岸域，

房総沖合域，銚子九十九里沿岸域，銚子九十九里沖合

域，その他に類型化(図 1) し，変動傾向を記述した。

房総海域を概観すると， 1987年以降水温が平年より高

めで経過していた。また黒潮の離接岸と比較したとこ

ろ，接岸時に高めとなる傾向があり，離岸時に低めど

なる傾向が認められた。

文献

1 )清水利厚 (1987):水温の平年伎と評価について

千葉県水産試験場研究報告， 45， 31-35. 

2)清水利厚 (1988):伊豆諸島近海の黒潮流路と房

総沿岸域の表面水温の関係.千葉県水産試験場研

究報告， 46， 1 -7. 

3)宮沢公雄 (1979):房総沿岸域の海況(水温)に

ついて.水産海洋研究会報， 34， 140-145. 

4)宮沢公雄 (1977):房総海域における沿岸水系の

動向.関東・東海ブロック水産海洋連絡会報 3，

1-6. 



房総海域の水i畳経年変化

9 

0.8 fC 1 
O. 6 

~C6 

O. 4 
O. 2 。

いペザI

， v -0.4 
-0. 6 

-081965'70 • 76 ， 80 ， 86 ， 90 

C2 C7 

C3 C8 

C4 

C9 

C5 C10 

v凶イl

付図 海面水温の平年偏差の経年変化
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f寸表観測定点問の相関表(海面水温)
トeo-

室j互 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 CIO C1I CI2 CI3 CI4 
CI 0.7562 0.6168 0.5206 0.4833 0.5032 0.4294 0.4507 0.48zz 0.4975 0.4354 0.2835 日.2499 0.3105 
C2 l 0.7790 0.6447 0.5201 0.5330 0.4941 0.4897 0.5424 0.4542 0.3689 0.2873 0.25'81 0.3045 
C3 0.7950 0.6498 0.5147 0.4705 0.4378 0.4540 。.3795 0.2996 。.2200 O. 1958 0.2435 
C4 1 0.7878 0.6117 0.5735 0.5307 0.4895 0.3997 0.2544 0.2261 0.2589 0.2989 
C5 l 日.7420 0.6213 0.6262 0.5942 0.4697 0.2245 O. 1672 O. 1827 0.2515 
C6 0.8212 0.8220 0.7022 0.5093 0.3122 0.2197 0.2341 0.3114 
C7 0.8568 0.6815 0.5582 0.3240 0.2642 0.2340 0.3265 
C8 l O. 7920 O. 6254 0.3822 O. 2793 0.2072 0.2784 
C9 0.7258 0.4510 0.2970 0.2322 0.3069 
C10 0.5003 0.3007 0.2212 0.3348 
C11 0.6930 0.5404 自.5508
C12 0.7617 0.6904 
C13 0.6687 
C14 1 

都
渋
川
喜
一
叫

ち

douT4A‘丹、
uquqdwbn，unJU
勺
Avau供
。
つ
リ
マ

aaoQudt令
Avqh
勺
d令
。
必
含
勺

juauGU14一

7
言
。
。

οa告
。
。
例
む
の

'uwtnunU49nuwtqoρOP04‘。
dE1v。
bnU
司
4qucod-の
J
u
r
a
-

日〓
qdzu'i内
OpbA-nu--ηt。
ocunuquQd。，“内
Leo-L今、
unヨ
司
よ

nuoo
マ

L
b
F
b
m

t

方

SFopbAゐ
444‘
A企
4AA‘
dせ
qu
。bnL
のふ

4よ
OFb
，bpb伊
b
v
b
q
t
F
O
F
O
η
e
o
o
-

i
・

:

-

J

J

・

-

-

J

J
・

-

:

:

-

一

-nunununununυnunununununununununununu
ハ
unununununununu-

-
-
Aム。。《
boaqu
。
6
9
U
1ニ
bQωooqud曾
nヨ
qd内
dnu内
LA.。
oqJV勺
'U140υ
食

υ1ム
-

3
-
4
6
9
1
0
4
6
B
9
3
9
6
3
3
5
2
6
5
2
3
4
1
6
6
9

一

百川一

QUの
unu
ロ
υ。ゐ
14RυQU勺
dηtqunaoυ
内

boonOTAQνqunt内
b
q
G
4よ
b
R
u
-

罰

μ-nO内
b
r
a
d
9
4
a
4‘
qυnO4ゐ
qJ内
φ
可ム咽

intu
内
0
8常
p
b
dニ
b
w
b
d
ι
τ
η
t
F
b
q
v
η
t
-

;

・

・

:

・

・

:

:

:

-

J

J

・

-

-

-

-

-

i
o
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
O
D
o
o
-

-

」

2
4
1
3
9
8
2
0
7
5
0
6
8
0
8
1
6
5
3
3
7
6
0
7
1

一

一i
L
-
8
4
9
2
0
1ム
1
0
7
6
7
8
4
3
7
7
4
3
4
8
1
A
8
9
3
-

日記

2
4
3
1
A
5
2
6
0
4
7
8
4
5
0
6
7
2
7
4
6
1
A
7
1
5
-

Rμ
方

Jワ』作
b
n
U
R
U
F
D
4
2
b伊り
4
4
6
。，

Uの
A
n
d
q
O
4

・PO脚b
c
o
m
b
p
b
η
t
n
t
n
t
-

;

J

J

・-
-
-
-
-
J
J

・
-
:
'

i
0
0
0
8
0
0
0
0
0
0
D
O
D
E
I
D
o
-
-
o
m
 

一一

qaoonaAゐ
角
。
内
心

9U1品。
d
Q
U
Q》
司
ム
ザ
』

euRdoo
。、

uJ官
nb11ゐワ』
4・ー‘
1・
-

「・

748令
n
u
Aよ
り

odワ
anb勺
AVQUA-90pbzdTAnD令
Jv。，
r
b戸
000nun-

町

一

J
-
9
9
6
1
1
8
2
1
3
4
3
4
3
8
2
6
7
1
2
2
7
7
2
-

C
一5
6
7
8
7
5
5
5
5
4
3
2
2
2
3
3
5
6
7
6
3
6
8

一

J

i

-

-

-

-

J

J

・

-

:

:

:

-

E

i

-

-

O

O

G

O

O

G

o

l

-

-

D

o

o

-

-

i
1
9
4
5
5
6
5
4
9
1
3
5
2
5
6
5
1
5
4
1
4
1

司

i
3
1
9
8
7
5
5
5
1
9
7
4
1
6
9
3
1
4
0
9
4
-

F
5
3
0
9
5
6
0
9
7
B
2
6
3
9
2
1
3
0
4
9
6
2
-

一huzυβbqs
マ・

η』内
bauRuwb4-
。
JVの
du。，
uqbつ
dAZbnJooaυ
勺
dマ
a

-

i
-
:
:
:
-
-
-
-
J
J
・

-

-

-

i

o

o

l

o

-

-

O

D

O

D

D

i

-

-

o

-

i
0
9
8
2
0
4
6
2
3
4
9
5
8
3
3
9
9
2
3
6
1

崎

i
4
1
7
7
1
6
4
0
9
9
8
8
1
7
8
6
6
4
0
9

“
 

d
o
s
-
7
5
2
6
B
8
9
5
2
9
7
4
7
4
2
7
0
7
m
 

一口一

7
6
6
5
5
5
4
4
5
4
3
2
1
2
3
4
6
6
6
7
4

一

;

-

-

J

J

・

-
:
:
:
:
:
h

--nununununununununununununununununu内
U
n
u
n
u
n
u
-

-

突

U'inU9uRUηt内
61AQunO9“11・PDEυnHV。，
U1ム
nu食
u

n

u

-

-

M

-
l
-
a
u
n
U
3
4
4
0
0
7
2
1
4
9
0
0
8
6
0
3
9
6
8
-

F心才宮
nυnG。
baヨ
ηtnb。，
uqunυ
ワム

MmbqdFbAAOO
マ
。
。

d

?

a

F

b

-

R-AAd‘勾
d勺
Jv。，“。必の
duqdquAせ
4aA怜
aqoAニ
b
A‘
qd勺
J204&

問

;

:

-

-

-

J

J

・

-

:

-

i

1

0

0

0

0

0

0

0

0

o

l

i

o

-

o

句

--A令。》
14の
unuqdqυnυnuA‘
nu守
A
勺
dつ
dRJV。
。
。

ι
u
n
u
-
-
t
A
-

i

5

7

0

4

E

1

9

0

9

7

7

9

6

2

3

5

1

9

-

野
λ

百
uaυnυnb'bラ
uavq》
ワ
』
つ

dqjnb
令
dd令
勺

JUA噌。，
Uの
h

a

u

-

i
5
5
5
5
5
4
4
5
5
2
1
1
2
3
5
7
6
6

司

;
;
:
:
:
:
:
:
・
・
町

i

o

1

0

0

0

0

0

0

c

c

o

l

l

i

-

-
-
7
7
3
7
6
4
2
1
0
1
A
3
7
1
2
4
D
o
s
-
-

「

1γ
よ

nυ
勺
d民
dnU14nu，
b1a。，
unuqdA向
ヲ
白
の

t
A‘。
o

n

u

-

円
い
す

4伊
O
のふハ

υ
A
U
A‘。
on614nU9u
令
U1ahbqv
マ‘

1ム
p

b

-

f
-
5
5
6
7
8
6
5
5
5
5
3
2
2
2
3
3
7
7

叩

;

-

-

J

J

・

-

-

:

:

:

戸

i

o

o

l

o

-

-

o

l

i

o

o

o

m

 

i

g

-

6

9

6

3

8

4

0

5

6

0

1

5

1

B

I

M

 

--向
-

6

8

4

4

9

1

3

9

1

7

8

5

B

8

8

9

4

-

門

HFnuqunuqφaq'in6qυRυ
向
。
，
令

RunUQUOOの
6

R

V

E

Z

5

5

5

6

7

8

7

7

7

5

3

2

2

2

3

4

7

-

;

-

-

J

J

・

-

:

:

-

-

E

i

-

-

O

O

O

O

D

O

D

G

E

D

-

-

i

5

3

8

2

0

9

6

6

7

5

5

3

6

5

3

1

-

r

l

T

A

4

4

2

4

5

0

9

3

2

9

6

5

7

1

7

m

 

-Hじ
wt。。。
OTよ噌
13A作
ORV今
doOハ
onua告
4品。
t
d‘
目

士
F

3

5

4

5

6

6

5

E

7

6

3

2

1

2

3

5

-

;

:

:

-

J

a

-

-

:

-

-

-

i

0

1

0

0

0

0

0

0

o

o

o

l

o

-

-
一
ワ

anuA官
れ

υ14
勺
bquτla
マゅの

b
o
U
4‘令。内
O
T
A
1‘
一

F〉-ワ
U1IAQvaυnu
。onuoopo
マ白

Tム
GU004・
R

u

m

m

u

-

9

3

0

3

4

1

6

6

0

2

9

D

5

4

0

h

 

手工一
4

4

3

3

3

4

4

4

5

6

4

3

2

3

5

-

;

:

-

J

-

J

J

・

-

i

D

O

D

o

o

o

o

l

o

-

-

-

司

叩

4

7

7

4

1

a

2

4

4

0

B

4

4

2

B

l

m

i

6

3

2

5

8

2

2

4

8

0

6

8

4

m

 

i
4
9
1
3
6
8
6
3
8
5
5
2
0

山

一
ι一4
3

2

3

3

3

3

3

4

4

5

5

5

7

-

;

:

;

:

:

:

:

-

m
一

nUAUnU内
Uハ
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
-

主
プ

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
H

ウ
寸

4
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
一

言品
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
一


